
�

�

�

�

�����������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
第　

回
習
志
野
市
農
業
祭
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月
９
日
（
土
）、　

日
（
日
）
習
志
野
市
役
所

１１

１０

前
グ
ラ
ン
ド
で
、
第　

回
習
志
野
市
農
業
祭
「
で
あ

３５

い
・
ふ
れ
あ
い
・
新
鮮
市
場　

ベ
ジ
タ
な
ら
し
の
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
農
業
祭
は
共
進
会
（
農
業

振
興
の
目
的
で
農
作
物
を
出
品
し
一
般
に
展
覧
し
て

品
評
・
審
査
す
る
会
）
が
原
型
と
な
り
、
今
で
は
農

協
と
習
志
野
市
民
と
の
交
流
や
、
２
年
前
に
千
葉
市

と
習
志
野
市
の
農
協
が
合
併
し
た
事
に
よ
る
農
協
同

士
の
交
流
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
日
目
は
木
枯
ら
し
２
号
の
寒
さ
の
中
、
そ
れ
を

吹
き

飛
ば

す
か

の
よ

う
に

新
鮮

な
野

菜
を

求
め

る
人

で
会

場
は

熱
気

に
包

ま
れ

て
い
ま
し
た
。
広
場
特
設
ス
テ
ー
ジ
の
上
で
は
色
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
、
人
気
を
集
め

て
い
ま
し
た
。
入
り
口
付
近
に
は
た
く
さ
ん
の
野
菜

で
飾
ら
れ
た
宝
船
が
鎮
座
し
て
い
ま
し
た
。
会
場
奥

で
は
人
気
の
地
元
新
鮮
野
菜
の
即
売
が
行
わ
れ
て
い

て
、
長
蛇
の
列
が
出
来
て
い
ま
し
た
。
ど
の
野
菜
も

新
鮮
そ
の
も
の
で
、
ま
だ
土
の
つ
い
て
い
る
物
ま
で

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
Ｊ
Ａ
女
性
部
な
ど
に
よ
る
露
店

も
あ
り
、
寒
さ
に
凍
え
た
来
場
者
も
熱
い
豚
汁
や
お

汁
粉
で
身
体
を
暖
め
て
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
前
日
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
の
小
春
日

和
の
中
、
共
進
会
の
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年

の
出
品
数
は
野
菜　

点
、
料
理　

点
、
手
芸
6
点
、
市

159

12

民
農
園
・
家
庭
菜
園　

点
の
計　

点
で
し
た
。
今
年

50

227

は
台
風
が
3
回
も
上
陸
す
る
な
ど
、
天
候
に
恵
ま
れ

な
い
年
で
し
た
が
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ほ
う
れ
ん
草
は
出

来
が
よ
く
秀
作
ぞ
ろ
い
で
し
た
。
審
査
項
目
に
料
理

の
部
が
あ
る
の
は
全
国
的
に
は
非
常
に
珍
し
い
そ
う

で
す
。
受
賞
し
た
「
ほ
う
れ
ん
草
餃
子
」
は
逸
品
だ

と
の
事
。「
市
民
農
園
・
家
庭
菜
園
の
部
」
の
方
の
入

賞
し
た
作
品
は
ど
れ
も
す
ば
ら
し
く
、
丹
精
込
め
て

育
て
た
気
持
ち
と
高
い
技
術
力
が
伝
わ
る
な
ど
農
業

へ
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。　

あ
る
賞
の
表

21

彰
の
後
、
宝
船
の
前
で
記
念
撮
影
し
ま
し
た
。
来
年

も
な
お
一
層
の
豊
作
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�平成14年度習志野市総合防災訓練
　平成１４年度習志野市総合防災訓練が１１月１７日（日）に

市内各所で行なわれました。その中から中央訓練会場と

なった習志野市役所前広場で取材して来ました。「習志野

市を震源とするマグニチュード７．２の直下型地震が発生

し、習志野市の一部は震度６強の激震にみまわれた」と仮

定した訓練が行なわれました。習志野市では震度５以上の

地震が発生した場合、市災害本部及び、地区対策本部を設

置します。防災本部長の荒木市長を中心として、市民レベ

ルから市県の関連機関、自衛隊、医師会、防災について協

定を結ぶ企業など２３団体が連携し、災害後の救助・復旧作

業が行なわれます。また自衛隊の参加があったのは、災害

対策基本法の改定により県知事を通さずに市長から直接自

衛隊に災害支援要請が行なえるようになったからです。今

回は 1,150 名の市民や団体の職員が参加し、大変大掛かり

な訓練となりました。

　午前１０時、消防車の大きなサイレンと共に訓練は開始し

ました。関連機関による被害状況の確認の後、救助犬によ

る倒壊家屋の捜索、被災者の発見、市長から要請された自

衛隊による救出救護活

動がありました。救助

犬は県内に 100 頭程訓

練されていますが、救

助犬として認定されて

いるのはまだ３頭だそ

うです。やはり人の命

が懸かっているので訓

練内容も難しいようで

す。

　故障車輌からの救出は消防特別救助隊が救出救護活動を

実施しました。特殊なカッターでドアの開かなくなった車

輌の屋根を切り取り、閉じ込められている人を救出したり、

追突の為重なった車輌を車載クレーンで吊り上げたりと、

見事な手際の良さ

でした。

　市民による初期

消火の訓練では、

実際に毛布に火を

つけて消火器で消

火していました。

家屋の火災の消火

には消防本部、地

域の消防団、消防協力隊が団結し、あっという間に火を消

し止めました。閉会式の後、炊き出し訓練で調理された豚

汁とおにぎりが参加者に配られ終了しました。
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第17号　12月

冬の到来と共に寒くなってきました。風邪が流行っているようです、お気をつけ下さい。

�サンプラザ商店街フェスタ谷津バザール楽市フリーマーケット
場　所：京成線谷津駅北口広場前

日　時：12 月 14 日（土）午前 8時～午後 4時

連絡先：さくら書店　電話　475-5455

�ワイがやフリーマーケット
場　所：京成線津田沼駅前ロータリー広場

日　時：12 月 8 日（日）午前 9時～午後 4時

連絡先：高村　電話　090-8872-7769（連絡は午

前 10 時から午後 5時までにお願いします）

�当日、津田沼商店街主催の抽選会が会場内で

開かれます。

�アートウェーブオープニングフェア
場　所：サンペデックセンターモール

日　時：11 月 30 日（土）午前 10 時 30 分～

内　容：ミニコンサート、ペンシルバルーン、大抽選会

連絡先：ならしの子ども劇場　電話　451-3676

�お子様もご一緒に、みなさんいらして下さい。

�第13回生涯学習市民のつどい
場　所：習志野文化ホール

日　時：12 月 7 日（土）午後 1時 30 分～午後

3時 30 分（開場午後 12 時 30 分～）

内　容：Ｃ . Ｗ . ニコル氏講演会「人と自然と

の共生」、ピアノ演奏など

連絡先：習志野市教育委員会生涯学習部社会教

育課　電話　451-1151（内線 461）

�当日入場には「入場整理券」が必要です。整

理券は、市内公民館・図書館・体育館・ｺﾐ

ｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ・市役所受付等で配布しています。
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